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安心して子育てできるまちに
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当
市
の
出
生
数
は
平
成
元
年
に
は
四
百

三
十
八
人
で
し
た
が
、
十
五
年
に
は
二
百

九
十
六
人
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
計
画
は
、
こ
の
よ
う
な
少
子
化

の
流
れ
を
変
え
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て

子
育
て
の
で
き
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、

家
庭
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
進

め
て
い
く
子
育
て
支
援
施
策
の
方
向
性
や

目
標
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

計
画
の
期
間
は
十
年
間
。
平
成
十
七
年

度
か
ら
の
五
年
間
を
前
期
、
二
十
二
年
度

か
ら
の
五
年
間
を
後
期
と
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
実
施
状
況
を
公
表
し
、
必
要
に
応

じ
た
見
直
し
を
行
っ
た
上
で
後
期
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
で
健
や
か
に
育

ち
、
す
べ
て
の
親
が
安
心
し
て
子
育
て
で

き
る
環
境
の
実
現
に
向
け
、
基
本
理
念
と

基
本
目
標
を
次
の
通
り
定
め
ま
し
た
。

〈
基
本
理
念
〉

　

思
い
や
り
と
豊
か
な
心
を
育は

ぐ
く

み
、
安
心 

　

し
て
子
育
て
の
で
き
る
ま
ち

〈
基
本
目
標
〉

　

■
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る  

　
　

仕
組
み
づ
く
り

　

■
健
や
か
に
生
み
育
て
る
環
境
づ
く
り

　

■
次
代
を
担
う
心
身
と
も
に
た
く
ま
し  

　
　

い
人
づ
く
り

　少子化や核家族化の進行、ライフスタイル
や価値観の多様化など、子育てを取り巻く環
境は急速に変化しています。このような中、
市では次代の社会を担う子どもたちが健やか
に育つ社会、子育てに喜びを感じることがで
きる社会の実現を目指し「次世代育成支援対
策推進行動計画」を策定しました。

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
に

計
画
の
趣
旨

基
本
理
念
と
基
本
目
標
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①
地
域
で
の
子
育
て
支
援

▽
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

▽
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

▽
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

▽
放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

▽
経
済
的
支
援
の
推
進

②
要
保
護
児
童
へ
の
対
応

▽
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
充
実

▽
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援
の
推
進

▽
障
害
児
施
策
の
充
実

③
母
親
と
乳
幼
児
の
健
康
確
保

▽
予
防
接
種
の
促
進

▽
食
育
の
推
進

▽
思
春
期
保
健
対
策
の
充
実

▽
小
児
医
療
の
充
実

▽
不
妊
へ
の
支
援
の
充
実

④
仕
事
と
家
庭
と
の
両
立
支
援

▽
育
児
休
暇
取
得
に
関
す
る
啓
発

▽
男
性
の
育
児
参
加
の
推
進

⑤
生
活
環
境
の
整
備

▽
子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
展
開

▽
子
ど
も
の
遊
び
場
の
確
保

⑥
子
ど
も
の
安
全
確
保

▽
犯
罪
や
交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
を
守
る

　

活
動
の
推
進

▽
有
害
環
境
対
策
の
充
実

▽
被
害
に
あ
っ
た
子
ど
も
の
保
護
の
推
進

⑦
教
育
環
境
の
整
備

▽
次
代
の
親
の
育
成

▽
子
ど
も
の
「
生
き
る
力
」
の
育
成

皆さんから寄せられた意見
計画の策定に当たり、市民の皆さんから多くの意見が寄せられました。その一部を紹介します。

地域での子育て支援
○子育てに関する情報が少ない
○病児保育のできる施設がほしい
○保育所での母親支援を充実してほしい
○放課後児童クラブの充実や増設
○医療費助成の年齢上限を上げてほしい
○児童手当の年齢引き上げ、増額を望む
○経済支援策についてもっと分かりやすく公表
　することが必要

要保護児童への対応
○子どもの障害に対しての情報が入りにくい

母親と乳幼児の健康確保
○夜間に診察してくれる小児科医がいてほしい

仕事と家庭の両立支援
○雇用者側への啓発が必要。同時に雇用者側へ
　の支援体制の充実が必要

生活環境の整備
○雪が多い市であるにも関わらず、親子で遊べ
　るような施設がない。エンゼルランドのよう
　な学習施設があるといい

子どもの安全確保
○子どもの登下校時、地域の人に協力を願いた
　い。地域ぐるみで子どもを安全に育てる環境
　づくりをしてほしい

教育環境の整備
○小学生の時から乳幼児に接し、成長を観察で
　きる機会をつくってほしい
○子どもの心が育つ世代間交流の場をもっと増
　やしてほしい

その他
○計画や報告だけでは分かりにくい。市民の会
　やイベント会場などでアピールが必要

７
本
柱
で
施
策
を
展
開

基
本
理
念
や
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
こ
れ
か
ら
市
が
取
り
組
む
施
策

の
柱
を
次
の
七
項
目
に
ま
と
め
ま
し
た
。
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病
気
な
ど
で
保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
学

校
に
通
え
な
い
子
ど
も
を
、
病
児
デ
イ
ケ

ア
施
設
で
一
時
的
に
預
か
り
ま
す
。

開
所
時
間　

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五

　

時
三
十
分

　

※
日
・
水
曜
日
、
祝
日
は
休
み

場
所　

病
児
デ
イ
ケ
ア
「
と
ち
の
き
」

　
（
栃
木
産
婦
人
科
医
院
内
）

対
象　

市
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学

　

校
に
通
う
小
学
三
年
生
以
下
の
子
ど
も

定
員　

病
中
二
人
、
病
後
二
人

利
用
料　

一
日
二
千
円
（
昼
食
代
含
む
）

利
用
方
法

①
病
歴
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
情
報
を
事

　

前
に
「
と
ち
の
き
」
に
登
録

②
利
用
し
た
い
と
思
っ
た
ら
、
か
か
り
つ

　

け
の
医
師
の
診
察
を
受
け
、
医
師
連
絡

　

票
へ
の
記
入
と
入
所
許
可
を
受
け
る

　

※
受
診
料
が
か
か
り
ま
す

③
「
と
ち
の
き
」
に
予
約
の
電
話
を
す
る

登
録
・
問
合
せ
先　

病
児
デ
イ
ケ
ア
「
と

　

ち
の
き
」（
☎
66
・
２
５
０
２
）

●
病
児
デ
イ
ケ
ア
「
と
ち
の
き
」

　

保
護
者
が
仕
事
や
急
な
用
事
で
、
子
ど

も
の
世
話
が
で
き
な
い
と
き
に
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
一
時
的
に

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

利
用
時
間　

午
前
八
時
〜
午
後
七
時
の
う

　

ち
八
時
間
以
内

対
象　

小
学
三
年
生
以
下
の
子
ど
も
が
い

　

る
家
庭

利
用
料　

一
時
間
三
百
五
十
円

サ
ポ
ー
ト
の
内
容

○
一
時
預
か
り
（
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
養
成

講
座
を
修
了
し
た
会
員
が
、
依
頼
者
ま

た
は
会
員
の
自
宅
で
預
か
り
ま
す
）

○
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
へ
の
送
迎

○
子
育
て
家
庭
の
家
事
援
助

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
を
提
出

申
込
・
問
合
せ
先　

福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
７
４
）

●
す
み
ず
み
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

乳
児
保
育　

家
庭
で
保
育
で
き
な
い
乳
児

　
（
０
歳
児
）
を
預
か
り
ま
す

延
長
保
育　

保
護
者
が
仕
事
で
遅
く
な
る

　

場
合
な
ど
に
、
通
常
午
後
六
時
ま
で
の

　

保
育
時
間
を
午
後
六
時
三
十
分
ま
た
は

　

午
後
七
時
ま
で
延
長
し
ま
す

一
時
保
育　

仕
事
の
都
合
や
冠
婚
葬
祭
、

　

病
気
な
ど
急
に
家
庭
で
保
育
で
き
な
く

　

な
っ
た
場
合
に
、
一
時
的
に
保
育
所
で

　

子
ど
も
を
預
か
り
ま
す

●
特
別
保
育

　

休
日
に
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
子
ど
も

を
誓
念
寺
保
育
園
で
一
日
預
か
り
ま
す
。

実
施
日　

日
曜
日
、
祝
日
（
年
末
年
始
を

　

除
く
）

時
間　

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

対
象　

一
歳
以
上
就
学
前
の
子
ど
も

定
員　

一
日
十
人

利
用
料　

一
日
千
五
百
円

申
込
・
問
合
せ
先　

誓
念
寺
保
育
園
（
☎

　

65
・
６
１
６
７
）

●
休
日
保
育

楽
し
い
子
育
て
〜
主
な
支
援
事
業
な
ど
〜

保育所名 電話 乳児 延長 一時

義 景 保 育 園 66・3333 ○ ○ ○

亀 山 保 育 園 65・1104 ○ ○ ○

あかね保育園 66・5273 ○ ○

誓念寺保育園 65・6167 ○ ○ ○

北 部 保 育 園 66・2750 ○ ○

誓念寺中野保育園 65・6166 ○ ○ ○

いとよ保育園 66・3848 ○ ○ ○

開 成 保 育 園 65・1103 ○ ○ ○

春 日 保 育 園 66・4005 ○ ○

いなやま保育園 66・0038 ○ ○ ○

篠 座 保 育 園 65・6570 ○ ○ ○

上 庄 保 育 園 64・1217 ○ ○ ○

荒 島 保 育 園 66・4103 ○ ○

阪 谷 保 育 園 67・1070 ○ ○ ○

特別保育の実施状況

応
援
し
ま
す
！

詳
し
く
は
各

保
育
所
ま
で

（

）
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保
険
診
療
適
用
外
の
不
妊
治
療
に
つ
い

て
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
夫
婦

助
成
額　

検
査
と
治
療
費
の
二
分
の
一

　
（
上
限
十
万
円
）

対
象
治
療
法　

人
工
授
精
、
体
外
受
精
、

　

顕
微
授
精

申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
を
提
出

申
請
・
問
合
せ
先　

保
健
衛
生
課
（
☎
65

　

・
７
３
３
３
）

○
乳
幼
児
医
療
費
助
成

　

三
歳
未
満
の
子
ど
も
の
医
療
費
を
助
成

す
る
制
度
で
す
。
子
ど
も
が
三
人
以
上
い

る
場
合
は
、
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
子
ど

も
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
児
童
歯
科
医
療
費
助
成

　

三
歳
以
上
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
子
ど

も
の
「
歯
科
医
療
費
」
を
助
成
す
る
制
度

で
す
。子
ど
も
が
三
人
以
上
い
る
場
合
は
、

乳
幼
児
医
療
費
助
成
で
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
制
度
も
受
給
資
格
の
登
録
が

必
要
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
、

福
祉
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

健
康
保
険
証
、

　

助
成
金
の
交
付
を
受
け
る
口
座
の
通
帳

　
（
郵
便
局
以
外
）、
印
鑑

※
助
成
金
は
、
医
療
機
関
か
ら
の
報
告
に

　

よ
り
口
座
振
り
込
み
で
交
付
し
ま
す

問
合
せ
先　

福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
☎
66

　

・
１
１
１
１
内
線
４
７
４
）

　

小
学
三
年
生
以
下
の
子
ど
も
を
養
育
す

る
人
に
支
給
す
る
手
当
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
た
ら
、
福
祉
課
で
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
保
護
者
に
一
定
額
以
上

の
所
得
が
あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
額

　

第
一
子
・
二
子　

月
額
五
千
円

　

第
三
子
以
降　

月
額
一
万
円

問
合
せ
先　

福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
☎
66

　

・
１
１
１
１
内
線
４
７
４
）

●
不
妊
治
療
費
助
成

●
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

●
児
童
手
当

遊びにおいでよ
地域子育て支援センター

　子育て相談をはじめ、親子が一緒に遊び、交
流できる「たんぽぽ広場」や「ほのぼの広場」
を開催しています。
電話相談　月～金曜日午前9時～午後4時
面接相談　水曜日午前9時～11時
●たんぽぽ広場
　遊びながら親子同士の交流を深めます
●ほのぼの広場
　親子に保育所を開放します。園児と一緒に遊
　びながら、保育所での生活が体験できます
※いずれの広場も、保育所や幼稚園に通ってい
　ない就学前の子どもが対象です。日時や場所
　は、市報折り込みの市民カレンダー「子育て
　支援センターだより」をご覧ください
相談・問合せ先　地域子育て支援センター
　義景保育園内（☎65・7188）

子育て交流ひろば「ちっく・たっく」

　子育て親子が気軽に集い、交流できる「ひろ
ば」です。子育てに関する講演会や親子コンサ
ートなど、多彩なイベントを開催しています。
　ひろばには、おもちゃや絵本を備えた遊び場
をはじめ、外から見えないよう仕切られた授乳
スペースや相談コーナーなどを設けています。
開設時間　午前10時～午後6時30分
場所　ショッピングモールＶＩＯ内
問合せ先　子育て交流ひろば「ちっく・たっく」
　（☎66・3775）

親子自主サークル

●のびのびキッズ
日時　水曜日午前10時～正午
場所　大野公民館（文化会館内）
内容　楽しいおしゃべりや子育て学習会
問合せ先　大野公民館（☎66・2828）
●わんぱくキッズ
日時　金曜日午前10時～正午
場所　上庄公民館
内容　楽しいおしゃべりや子育て学習会
問合せ先　上庄公民館（☎64・1200）
●サークルねんね
　子育て新聞「ひなたぼっこ」やホームページ
で、子育て情報を発信しています。「ひなたぼ
っこ」は市役所、図書館、保健センター、子育
て支援センターで無料配布しています。
ホームページ  http://kore.mitene.or.jp/̃aminao
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市
で
は
、
子
ど
も
の
健
康
を
守
る
た
め
に
育
児
相
談
や
健
康
診
査
、

予
防
接
種
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
健
康
を
守
る

◎
特
集

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
に

妊
娠
が
分
か
っ
た
ら

母
子
健
康
手
帳
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う

　

妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
市
民
課
窓
口
で
妊

娠
届
出
書
に
記
入
し
、
母
子
健
康
手
帳
を

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
母
子
健
康
手
帳

は
、
母
子
の
健
康
を
守
る
た
め
の
大
切
な

記
録
で
す
。
診
察
や
保
健
指
導
を
受
け
る

と
き
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

定
期
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
出
産
す
る
た
め
、

妊
娠
中
に
定
期
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

母
子
健
康
手
帳
に
、
県
内
の
医
療
機
関

で
無
料
で
健
診
を
受
け
ら
れ
る
受
診
票
が

つ
い
て
い
ま
す
。
妊
娠
の
前
期
・
中
期
・

後
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
無
料
で
健

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
マ
・
パ
パ
子
育
て
講
座
を
開
い
て
い
ま
す

　

妊
娠
後
期
の
人
を
対
象
に
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
子
育
て
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

経
験
者
に
よ
る
体
験
談
や
助
産
師
に
よ
る

生
活
指
導
な
ど
、
出
産
や
育
児
に
関
す
る

理
解
が
深
ま
り
ま
す
。
妊
娠
二
十
八
週
以

降
に
は
が
き
で
案
内
し
ま
す
。

出
生
届
を
出
し
ま
し
ょ
う

　

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
名
前
を
決
め

て
、
十
四
日
以
内
に
出
生
届
を
市
民
課
窓

口
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
を
行
い
ま
す

　

保
健
師
が
家
庭
を
訪
問
し
、
母
子
の
健

康
や
育
児
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
保
健

衛
生
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

育
児
相
談
会
を
開
い
て
い
ま
す

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
毎
月
二
回
、
育
児
相

談
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
身
体
測
定
や
保

健
師
に
よ
る
育
児
相
談
、
栄
養
士
に
よ
る

離
乳
食
教
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
日
程
は

市
報
折
り
込
み
の
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
「
各

種
相
談
日
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

予
防
接
種
に
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受

け
る
集
団
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
）
と

医
療
機
関
で
受
け
る
個
別
接
種
（
三
種
混

合
・
麻
疹
・
風
疹
・
日
本
脳
炎
）
が
あ
り

ま
す
。
ど
れ
も
大
事
な
予
防
接
種
で
す
。

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。
対
象
月
齢
に

な
る
こ
ろ
に
、
詳
し
い
説
明
書
を
添
え
て

案
内
し
ま
す
。

乳
児
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

県
内
各
医
療
機
関
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
発

育
を
確
認
す
る
乳
児
健
診
を
行
っ
て
い
ま

す
。
母
子
健
康
手
帳
に
、
県
内
の
医
療
機

関
で
無
料
で
健
診
を
受
け
ら
れ
る
受
診
票

が
つ
い
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

保
健
衛
生
課
（
☎
65
・
７
３

　

３
３
）

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
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01 7月24日㊐
子ども環境塾「水辺探索隊」

水辺の生き物観察や水辺遊び

場所　真名川水辺の楽校（真名川下流域）
対象　小学4～6年生
定員　30人
申込・問合せ先　建設課河川係（☎66・1111
内線346）真名川水辺の楽校ビオフレンズ・
高津琴博さん（☎090・3769・3057）

02 7月31日㊐
分子模型製作体験教室inおおの
（福井大学連携事業）

発砲スチロールで分子模型を作ろう

場所　エキサイト広場
対象　小学4～6年生の親子、中学生、高校生
定員　20組（中学生・高校生は1人で1組）
申込・問合せ先　教育委員会社会教育課（☎66
　・1111内線542）

この夏、大野は体験王国。

03 8月7日㊐
子育て討論会＆講演会

みんなで考えよう、21世紀の子育て

場所　有終会館
講師　河合雅雄さん（京都大学名誉教授）
申込・問合せ先　福祉課児童福祉係（☎66・111
　1内線474）

04 8月20日㊏
子ども環境塾「天体観測会」

夏の夜空を望遠鏡で観測

場所　県自然保護センター
対象　小学生、中学生
　　　※小学3年生以下は保護者同伴
定員　50人程度
申込・問合せ先　生活環境課環境保全係（☎66
　・1111内線462）

05 8月21日㊐
子ども環境塾「地球環境講演会」&
「宇宙に関する企画展」

星空に学ぶ地球環境

場所　有終会館
講師　渡部潤一さん（国立天文台）
対象　小学4年生～中学生
　　　※小中学校から送迎バスを運行
定員　200人
申込・問合せ先　生活環境課環境保全係（☎66
　・1111内線462）

06 7月～8月
まめ記者参上！

サマーフェスタの取材や子ども広報づくり

対象　小学6年生
定員　3人
申込・問合せ先　情報広報課広報広聴係（☎66
　・1111内線442）

7/30・31 「シルバー人材センターこどもクラブ」
8/20 「サマーコンサートin奥越3rd」
8/20・21 「親子映画会とおもしろ体験」
8/23 「子ども宝慶寺自然体験」　  など
※詳細は市報７月号折り込みチラシで
問合せ先　企画課市民協働係（☎66・1111内線
　432）

07 通年
七間朝市学習活動事業

朝市をテーマに体験学習

　市内の学校で、朝市をテーマにした体験学習
を行い、子どもたちの郷土愛を培います。
問合せ先　教育委員会学校教育課（☎66・1111
　内線523）

08 7月～8月
市民企画事業

市民団体の皆さんによる企画

　子ども・子育てをテーマとした体験交流イベント「おおの子ども
サマーフェスタ」を、昨年に引き続き今年も開催します。

※当初予定していた「おすもうさんと子どもたちのふれあいまつり」は、都合により中止となりました



　

空
洞
化
が
進
む
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
向
け
、
新
し
く
市
内
に
住
む
人
の
住
宅

取
得
な
ど
を
補
助
す
る
「
城
下
町
お
お
の

定
住
促
進
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

事
業
の
期
間
は
、
平
成
二
十
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
三
年
間
で
す
。

①
新
築
・
中
古
住
宅
の
取
得

対
象　

四
月
一
日
以
降
に
転
入
し
、
新
築

　

ま
た
は
中
古
住
宅
を
取
得
し
た
人
（
過

　

去
に
市
内
に
住
ん
で
い
た
人
を
除
く
）

補
助
上
限
額

●
新
築
住
宅
の
場
合　

百
万
円

●
中
古
住
宅
の
場
合　

五
十
万
円

申
請
期
間　

随
時

②
共
同
住
宅
の
建
築

対
象　

四
月
一
日
以
降
に
中
心
市
街
地
で

　

共
同
住
宅
を
建
築
し
た
人

補
助
上
限
額　

一
戸
当
た
り
百
万
円

申
請
期
間　

六
月
一
日
㊌
〜
三
十
日
㊍

※
申
請
が
な
い
場
合
は
、
七
月
一
日
㊎
以

　

降
、
随
時
受
け
付
け
ま
す

③
空
き
家
の
賃
貸

対
象　

中
心
市
街
地
に
所
有
す
る
空
き
家

　

を
、
四
月
一
日
以
降
に
四
十
歳
以
下
の

　

人
（
入
居
か
ら
一
年
以
内
に
市
内
に
住

　

ん
で
い
た
人
を
除
く
）
に
賃
貸
し
た
人

補
助
上
限
額　

月
額
一
万
五
千
円

補
助
期
間　

三
年
間

申
請
期
間　

随
時

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
補
助
対

象
と
な
る
に
は
一
定
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
「
ふ
る
さ
と
定
住
事
業
」
は

終
了
と
な
り
ま
し
た

申
請
・
問
合
せ
先　

都
市
整
備

　

課
計
画
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
３
５
４
）
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国
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四丁目

陽明町
一丁目

陽明町
三丁目

陽明町二丁目

月美町美
川
町 清

和
町

中
挟
一
丁
目

文
化
会
館

越前大野駅

有明町

美里町
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エ
キ
サ
イ
ト
広
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宝
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明
治
公
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木
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清
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１５８
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国
道１５７号
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中
島

赤　

根　

川

右近次郎

篠座

篠座神社

篠
座
町

春日二丁目

新庄

茜町茜町

本
願
清
水

糸
魚
町

消防署

天神町多田記念
大野有終会館

保健センター

大
野
市
役
所

清瀧

亀山至　福井

犬山

中野

中野

新町
中荒井
一丁目

陽明町
四丁目
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丁
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挟
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丁
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美里町

弥生町
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明倫町
日吉町

高砂町

春日
一丁目

春日
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若杉町

神明町 東中町

国時町

国道１５７号

春日 桜塚町

エ
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サ
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ト
広
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宝
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１５８
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中荒井
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中荒井
二丁目

陽明町
四丁目

陽明町
一丁目
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陽明町二丁目

月美町美
川
町 清

和
町
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丁
目

文
化
会
館

越前大野駅

有明町 吉野町吉野町
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亥山城跡
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本町
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高砂町

春日
一丁目
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　三丁目

若杉町

神明町 東中町

国時町

国道１５７号

春日 桜塚町
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宝
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ＪＲ越美北線

中保

中挟
三丁目

中挟
二丁目

中野町三丁目

中野町二丁目

北大野駅

庄林
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②③の対象地域

城
下
町
お
お
の
定
住
促
進
事
業

新
し
く
大
野
に
住
む
人
を
応
援

国民文化祭とは
　全国各地でさまざまな文化活動を行っている
人たちが一堂に集い、発表や交流を行う文化の
祭典です。昭和61年に第1回国民文化祭が東京
都で開かれて以来、毎年、各都道府県で開催さ
れています。
　今年は「福のくにから　ふくらむ文化　羽ば
たく未来」をテーマに、10月22日㊏～11月3日
㊍の13日間、福井県で開催されます。 
　当市では全国の民謡・民舞を紹介する「民謡
・民舞の祭典」と、多彩なジャンルのミュージ
シャンによるコンサート「ぎゅっとＬＩＶＥ　
in　ＯＮＯ」をエキサイト広場で行います。 
10月23日㊐　民謡・民舞の祭典　
10月29日㊏　ぎゅっとＬＩＶＥ　in　ＯＮＯ

　10月23日にエキサイト広場で、国民文化祭・
ふくい2005「民謡・民舞の祭典」を開催します。
　このイベントのオープニングとフィナーレを
飾る「ＹＯＳＡＫＯＩしっちょいな」に参加す
る高校生を募集します。
　おおの城まつりで踊り継がれる「しっちょい
な節」をよさこい風にアレンジした「ＹＯＳＡ
ＫＯＩしっちょいな」。経験のない人大歓迎で
す。体を動かしたい人、いい汗をかきたい人、
一緒に国民文化祭を盛り上げましょう。
対象　市内在住の高校生
練習期間　7月中旬～
申込方法　電話、ファクス、
　　　　　Ｅメールで
申込締切日　6月30日㊍

申込・問合せ先　「民謡・民舞の祭典企画委員会」教育委員会文化振興室内
　（☎66・1111内線546　669・9100）　Ｅメール　bunka@city.ono.fukui.jp

国民文化祭・ふくい2005

ＹＯＳＡＫＯＩ高校生募集！
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　今月は当市出身の作家、井ノ部康之さんの作
品を紹介します。作者はこれまでに「千家再興」
「千家奔流」「千家分流」の千家三部作を手がけ
ており、この作品も茶道の千家がテーマとなっ
ています。
　江戸時代中期、表千家７代目家元・如心斎の
代、相次ぐ悲報が同家を襲います。茶の湯の求
道者としての使命感と情熱を礎に、悲しみと困
難を次々と乗り越える如心斎。行方不明となっ
ている祖・利休の辞世の書を取り戻すべく、苦
悩し、同時に茶道を極めていく壮絶な一生が描
かれています。

　

新

着

図

書

【
一
般
小
説
】

古
道
具
中
野
商
店
（
川
上
弘
美
）
ナ
ラ

タ
ー
ジ
ュ
（
島
本
理
生
）
駆
け
こ
み
交

番
（
乃
南
ア
サ
）
銀
閣
建
立
（
岩
井

三
四
二
）
こ
ぶ
し
の
上
の
ダ
ル
マ
（
南

木
佳
士
）

【
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

絆
な
お
強
く（
地
村
保
）笑
い
の
力（
河

合
隼
雄
ほ
か
）岡
本
太
郎
の
遊
ぶ
心（
岡

本
敏
子
）
ム
ラ
セ
係
長
、
雨
水
で
世
直

し
！
（
秋
山
眞
芸
実
）
ア
メ
リ
カ
で
一

番
美
し
い
人
（
亀
井
俊
介
）
私
は
、
産

み
た
い（
野
田
聖
子
）フ
ル
ー
ツ
カ
フ
ェ

（
タ
カ
ノ
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
）

【
児
童
図
書
】

ギ
タ
ー
を
ひ
こ
う
（
坂
元
昭
二
監
修
）

人
間
だ
っ
て
空
を
飛
べ
る
（
ハ
ミ
ル
ト

ン
）
大
切
な
一
日
（
岸
田
衿
子
）
あ
ぶ

く
ア
キ
ラ
の
あ
わ
の
旅
（
い
と
う
ひ
ろ

し
）
デ
ル
ト
ラ
・
ク
エ
ス
ト
死
の
島
（
エ

ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ
）

【
絵
本
】

き
み
ど
こ
へ
ゆ
く
の
？
（
エ
ル
ザ
・
ベ

ス
コ
フ
）
お
ん
ぶ
は
こ
り
ご
り
（
ア
ン

ソ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
）
騎
士
と
ド
ラ
ゴ

ン
（
ト
ミ
ー
・
デ
・
パ
オ
ラ
）
か
ら
だ

の
み
な
さ
ん
（
五
味
太
郎
）

　

そ
の
他
、
四
百
八
十
六
冊
入
り
ま
し
た
。

井ノ部康之著　小学館刊

『利
りきゅう

休遺
ゆい げ

偈』

　

と
き
「
お
な
か
が
す
い
た
」
と
感
じ

　

ら
れ
る
よ
う
に
す
る

▽
夜
更
か
し
を
せ
ず
、
朝
型
の
生
活
パ

　

タ
ー
ン
に
切
り
替
え
る

▽
ご
は
ん
や
パ
ン
が
食
べ
ら
れ
な
い
と

　

き
は
水
や
牛
乳
を
飲
む

▽
寝
る
前
は
も
の
を
食
べ
な
い
。
お
な

　

か
が
す
い
て
眠
れ
な
い
と
き
は
入
眠

　

効
果
の
あ
る
牛
乳
を
温
め
て
飲
む

▽
い
つ
も
よ
り
三
十
分
早
く
起
き
て
体

　

を
動
か
す

　

特
に
子
ど
も
の
朝
ご
は
ん
は
午
前
中

の
パ
ワ
ー
の
源
で
あ
り
、
発
育
に
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
朝
の
短
い
時
間
で
も
、

親
子
一
緒
に
、
楽
し
く
食
事
を
取
る
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　健康おおの21
　今月のキャッチフレーズ

「朝ごはん　　　　　　　　
しっかり食べれば一日元気」

朝
ご
は
ん
し
っ
か
り
食
べ
て
ね

　

一
日
を
元
気
で
活
動
的
に
過
ご
す
に

は
、
朝
ご
は
ん
を
き
ち
ん
と
取
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

朝
ご
は
ん
抜
き
の
食
生
活
を
続
け
て

い
る
と
、
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

朝
ご
は
ん
を
抜
く
と
こ
ん
な
こ
と
に

○
日
中
、
頭
が
ボ
ー
ッ
と
す
る

○
昼
に
な
っ
て
も
体
温
が
上
が
ら
な
い

○
胃
が
シ
ク
シ
ク
痛
む

○
体
重
が
増
え
る

○
便
秘
が
ち
に
な
る

食
べ
る
た
め
の
工
夫
を

　

朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
る
た
め

に
、
次
の
点
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽
夕
食
を
少
し
軽
く
し
て
、
朝
起
き
た



ぐるーぷ
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の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
実
行
委
員
が

中
心
と
な
り
、
翌
年
結
成
し
ま
し

た
。
栃
木
産
婦
人
科
医
院
の
栃
木

一
男
先
生
に
顧
問
を
依
頼
し
、
助

言
を
も
ら
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

性
に
つ
い
て
、
メ
ン
バ
ー
自
ら

が
感
動
し
な
が
ら
知
識
を
深
め
る

た
め
、
妊
娠
模
擬
体
験
な
ど
を
取

り
入
れ
た
学
習
会
や
勉
強
会
を
定

期
的
に
開
催
。
今
年
ニ
月
に
は
幼

稚
園
児
の
保
護
者
を
対
象
に
出
前

講
座
を
行
う
な
ど
、
幅
広
い
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

「
性
行
為
を
、
肌
の
触
れ
合
い

や
寂
し
さ
を
紛
ら
す
た
め
の
手
段

と
し
て
体
験
し
て
い
る
若
者
が
多

い
よ
う
で
す
。
家
庭
で
は
、
幼
少

期
の
こ
ろ
か
ら
子
ど
も
を
抱
き
し

め
る
こ
と
で
親
か
ら
愛
さ
れ
て
い

る
と
い
う
実
感
を
持
た
せ
る
こ
と

や
、
自
己
肯
定
感
を
育
て
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
ら
の
具
体
的
な
方
法
や
親
が

性
に
対
し
て
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容

を
と
思
い
、
講
座
を
企
画
し
ま
し

た
」と
代
表
の
杉
川
美
栄
子
さ
ん
。

　

出
前
講
座
で
は
男
性
メ
ン
バ
ー

四
人
が
、
出
産
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

の
様
子
を
絵
や
パ
ネ
ル
を
使
っ
て

分
か
り
や
す
く
説
明
。
ま
た
、
園

児
を
持
つ
保
護
者
か
ら
相
談
の
多

い
『
子
ど
も
が
自
分
の
性
器
を
さ

わ
り
ま
す
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
寸

劇
も
披
露
し
な
が
ら
、
「
汚
い
か

ら
触
っ
ち
ゃ
駄
目
」
と
否
定
す
る

の
で
は
な
く
、
「
大
事
な
と
こ
ろ

だ
か
ら
汚
い
手
で
触
ら
な
い
よ
う

に
し
よ
う
ね
」
と
、
自
分
の
体
に

興
味
を
示
し
た
こ
と
を
認
め
て
あ

げ
る
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
吉
田
篤
弘
さ
ん
は

　
「
女
性
の
出
産
や
生
理
の
こ
と
に

つ
い
て
、
何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
会
の
お
か
げ
で
、
三
人

い
る
自
分
の
子
ど
も
に
対
し
て
冷

静
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
産
の
こ
と
な
ど
は
夫
婦
間
の
会

話
に
も
な
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
保
護
者
会
な
ど
の
派

遣
先
や
新
規
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
。

詳
し
く
は
杉
川
さ
ん
（
☎
０
９
０

・
１
３
１
０
・
６
３
８
６
）ま
で
。

（10）

市
民
の
ペ
ー
ジ

●
あ
な
た
も
紙
面
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
希
望
す
る
人
は
、
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で

　

☎
０
７
７
９
・
６
６
・
１
１
１
１
（
内
線
４
４
１
）

幼
少
期
か
ら
家
庭
で
性
教
育
を

地域と共に性を考える会

「出産までの赤ちゃんの様子」を説明するメンバー

　

若
い
世
代
に
広
が
る
性
感
染
症

な
ど
若
者
の
性
の
在
り
方
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
中
で
、
幼
少
期
か

ら
家
庭
で
性
教
育
を
考
え
て
も
ら

お
う
と
活
動
す
る
の
が
「
地
域
と

共
に
性
を
考
え
る
会
」
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
十
代
か
ら
五
十
代

の
男
女
十
人
。
平
成
十
四
年
に
県

奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
催
で

開
か
れ
た
「
輝
け
！
子
ど
も
の
心

寸劇も披露

顧問を務める

栃木産婦人科医院
院長
　栃木　一男さん
　（53歳・春日）

　講演や催しなどで発表する内容を、
事前に確認させてもらっています。
　考える会は、メンバーがしっかり勉
強し、分かりやすく説明しようと寸劇
を取り入れている点がいいですね。
　若者の性感染症が問題となっていま
す。親が子どもの性行為を望まないの
であれば「嫌だ」とはっきり示すこと
が必要。異性への関心が芽生える前に
男女の違いを理解させることも大事だ
と思います。
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「
学
校
で
募
集
の
チ
ラ

シ
を
見
ま
し
た
。
公
開
が

七
月
な
の
で
、
夏
祭4

り
や

風4

鈴
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
自

分
も
大
好
き
な
ひ
ま
わ
り

が
登
場
す
る
作
品
を
作
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
」
と
応

募
の
き
っ
か
け
を
話
し
て

く
れ
た
森
岡
さ
ん
。

　

も
と
も
と
文
章
を
書
い

た
り
本
を
読
ん
だ
り
す
る

の
が
好
き
で
、
習
っ
て
い

る
ピ
ア
ノ
教
室
で
は
、
音
を
聞
い

て
そ
れ
に
話
を
つ
け
た
り
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

　

自
分
が
書
い
た
作
品
が
『
チ
ャ

ッ
プ
ス
Ｊ
ｒ
．
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
文

学
賞
』
の
大
賞
を
受
賞
し
た
と
聞

い
て
驚
い
た
そ
う
で
す
が
、
い
ざ

製
本
さ
れ
た
作
品
を
見
て
「
公
開

が
楽
し
み
」
と
も
。
自
分
も
含
め

ほ
か
の
ジ
ュ
ニ
ア
メ
ン
バ
ー
が
演

じ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
恥
ず
か

し
い
け
ど
う
れ
し
い
で
す
」
と
心

境
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

児
童
創
作
劇
に
ピ
ッ
タ
リ
の
場

面
展
開
が
で
き
て
い
る
点
が
評
価

さ
れ
た
こ
の
作
品
。
物
語
は
夏
、

い
き
い
き
大
野
っ
子

は
っ

す

る

キ
ッ

ズ

（11）

　

今
回
は
、下
庄
小
学
校
六
年
の
森
岡
生
乃
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

森
岡
さ
ん
は
、
劇
団
チ
ャ
ッ
プ
ス
と
ジ
ュ
ニ
ア
メ
ン
バ
ー
が
七
月

十
六
日
に
文
化
会
館
で
演
じ
る
「
祭サ
イ

と
風フ
ウ

の
ひ
ま
わ
り
シ
テ
ィ
へ

の
大
冒
険
」
の
原
作
者
で
す
。

祭
と
風
の
姉
妹
が
友
達
の
サ
カ
ッ

チ
と
一
緒
に
、
ひ
ま
わ
り
い
っ
ぱ

い
の
ひ
ま
わ
り
シ
テ
ィ
へ
向
か
う

場
面
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
近
道
の

森
を
進
む
途
中
に
ご
神
木
を
見
つ

け
、
冒
険
の
記
念
に
と
印
を
つ
け

た
こ
と
で
、
森
の
神
は
怒
り
、
三

人
は
バ
ラ
バ
ラ
に
。
「
自
分
が
そ

の
立
場
だ
っ
た
ら
書
く
の
は
や
め

よ
う
と
言
い
ま
す
ね
。
う
か
つ
に

行
動
し
ち
ゃ
だ
め
で
す
か
ら
」。

　

「
書
い
て
い
る
途
中
で
こ
う
し

た
ら
お
も
し
ろ
い
か
な
と
思
い
な

が
ら
仕
上
げ
ま
し
た
。
本
番
を
楽

し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　佐々木さんは昨年開かれた「高齢者よい歯のコ
ンクール」で、県歯科医師会長賞を受賞しました。
　この賞は、70歳以上で自分の歯が24本以上残っ
ている人を対象に選考されるものです。
　６月４日は虫歯予防デー。きれいで丈夫な歯を
保つコツなどを聞きました。

　　　応募したきっかけは
　主治医の先生が、こんなコンクールあるよって
勧めてくれたので、気楽な気持ちで受けました。
　　　受賞の反響は
　受賞の記事と名前が新聞に出ていたと、友達か
ら連絡がありましたね。生まれて初めての賞でし
たので、うれしかったですね。

　　　これまで虫歯になったことは
　虫歯は１本もないですし、親も入れ歯一つ無か
ったですね。食後の歯磨きは、同じ所を何度も繰
り返し磨くようにしています。自分の歯はもちろ
ん、他人の歯も気になるぐらい神経質なんです。
　　　日ごろから心掛けていることは
　まず歯磨きですね。年齢とともに歯茎が弱くな
ってくるので、歯ブラシはやわらかいものを使っ
ています。それから歯石を取るための受診ですね。
４週ぐらいかけて取るのですが、取った後はすっ
きりしますよ。すっきりすると同時に、食後は歯
磨きをせずにはいられなくなるんです。先生から
磨き方のコツを聞いて実践しているのも良い結果
になっているんだと思います。
　　　きれいな歯を保つコツは
　昔から、甘いものは食べません。その代わりで
はないですが、たくわんやせんべいなど固いもの
を積極的に食べるようにしています。やっぱり「噛
む」ことが必要ですね。それに歯磨きの際、歯茎
を鍛えているという意識を持って行うことも大切
だと思います。

佐々木幸子さん（71歳・牛ケ原）

「
噛か

む
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
」

　保健衛生課では、8020運動（80歳で自分の
歯が20本）を推進しています。できることから
取り組みましょう。
○歯の健康は全身の健康につながります
○日々の手入れ（歯磨き）は忘れずに
○1年に1回は歯科検診を受けましょう

こ ん に ち は

高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
会
長
賞



忘れずに提出を！児童手当の現況届

申
請
な
ど
を
行
う
際
に
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
パ
ス
ポ
ー
ト
や
運

転
免
許
証
と
同
様
に
、
写
真
付
き

の
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き

る
便
利
な
カ
ー
ド
で
す
。

　

１
枚
５
０
０
円
で
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
印
鑑
と
証
明
用

写
真
１
枚
を
持
参
し
て
、
市
民
課

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
民
課
市
民

　

窓
口
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内

　

線
４
５
３
）

　

更
が
あ
っ
た
場
合
、
所
得
要
件

　

を
満
た
さ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
支
給
済

　

み
の
児
童
手
当
の
返
還
が
必
要

　

で
す

届
出
・
問
合
せ
先　

福
祉
課
児
童

　

福
祉
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内

　

線
４
７
４
）

募
集
団
地　

東
二
番
（
４
戸
）・

　

西
二
番
（
２
戸
）

規
格　

４
Ｄ
Ｋ
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
２

　

Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
バ
ス
・
ト
イ
レ
有
）

資
格　

一
定
の
収
入
基
準
を
満
た

　

し
て
い
る
人

家
賃　

月
額
５
万
１
４
０
０
円
〜

　

７
万
４
０
０
０
円

申
込
・
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課

　

住
宅
緑
地
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
３
５
３
）

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
に
所
有
し
て
い
る
、
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
に
つ
い
て
課
税
さ

お
知
ら
せ

●
大
野
市
役
所
・
大
野
市
教
育
委
員
会　

☎
０
７
７
９
・
６
６
・
１
１
１
１

　

住
所　

〒
９
１
２
―
８
６
６
６　

福
井
県
大
野
市
天
神
町
１
―
１

れ
ま
す
（
課
税
の
基
準
日
）。

　

建
物
の
取
り
壊
し
・
新
増
築
・

売
買
・
贈
与
な
ど
を
行
い
未
登
記

の
場
合
は
、
必
ず
税
務
課
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
が
な
い
場
合
、
継
続
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

届
出
・
問
合
せ
先　

税
務
課
資
産

　

税
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

４
２
６
）

　

市
で
は
、
生
涯
学
習
活
動
を
支

援
す
る
指
導
者
を
養
成
す
る
た
め
、

生
涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資

格
の
取
得
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
た
だ
し
、
指
導
補
助
や
支

援
を
行
う
２
級
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
が
対
象
で
す
。

対
象　

生
涯
学
習
に
関
心
の
あ
る

　

18
歳
以
上
の
市
民（
学
生
は
除
く
）

要
件　

文
部
科
学
省
が
認
定
す
る

　

社
会
通
信
教
育
「
生
涯
学
習
指

　

導
者
養
成
講
座
・
生
涯
学
習
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ス
」
を
平
成

　

17
年
度
中
に
修
了
す
る
こ
と

定
員　

５
人
（
先
着
）

助
成
額　

３
万
２
５
０
円
（
受
講

　

料
と
資
格
申
請
料
の
５
割
）

申
込
期
間　

６
月
１
日
㊌
〜
30
日
㊍

申
込
・
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
課
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
５
４
１
）

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
転

入
・
転
出
の
手
続
き
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行
政
機
関
へ

　

す
で
に
児
童
手
当
を
受
け
て
い

る
人
は
、
６
月
中
に
次
の
書
類
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提

出
が
な
い
場
合
、
６
月
分
以
降
の

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

▼
６
月
１
日
の
状
況
記
載
届

▼
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
（
必
ず

　

コ
ピ
ー
を
持
参
く
だ
さ
い
）

▼
前
住
所
地
の
所
得
証
明
（
１
月

　

１
日
時
点
で
、
市
内
に
住
所
が

　

な
か
っ
た
場
合
）

所
得
要
件　

支
給
を
受
け
る
要
件

　

に
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
こ

　

の
所
得
制
限
額
は
、
年
金
の
種

　

別
や
税
法
上
の
扶
養
親
族
数
な

　

ど
で
変
わ
り
ま
す
。

※
支
給
を
受
け
て
い
る
人
が
所
得

　

税
に
か
か
る
更
正
の
結
果
、
所

　

得
額
や
扶
養
親
族
数
な
ど
に
変

都
市
整
備
課

町
家
住
宅
の
入
居
者
募
集

　家庭内の問題や近隣とのトラブル、行政への苦情
などについて、定期的に相談を受け付けています。
日時　毎月第1・3木曜日　午後1時30分～3時30分
場所　天神館（社会福祉協議会横）
人権擁護委員（敬称略）
○多田　正則　　伏石16－6　　（☎67・1491）
○松田まつ枝　　要町1－14　　（☎66・0823）
○堂東　昭子　　中野46－41　（☎66・3710）
○松田八重子　　城町7－4　　（☎66・5534）
○上田　輝司　　森政領家4－4（☎65・1791）
○廣瀬　円昌　　蕨生22－40　（☎65・4024）
行政相談委員（敬称略）
○吉田とみ子　　本町3－1　　（☎66・3261）
○三宅　　嵩　　天神町7－4　（☎65・0584）
問合せ先　企画課市民協働係（☎66・1111内線432）

悩みごと相談は気軽に
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税
務
課

建
物
取
り
壊
し
・
売
買
な
ど

　
　
　
　

必
ず
届
け
出
を

市
民
課

住
基
カ
ー
ド
の
利
用
を

社
会
教
育
課

生
涯
学
習
の
指
導
者
資
格

　
　
　

取
得
費
用
に
助
成



日
時　

７
月
３
日
㊐
午
前
６
時
50

　

分
六
呂
師
ハ
イ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　

駐
車
場
集
合

対
象　

市
民
（
小
学
生
は
保
護
者

　

同
伴
）

定
員　

30
人
（
先
着
）

参
加
料　

５
０
０
円

申
込
締
切
日　

６
月
24
日
㊎

申
込
・
問
合
せ
先　

阪
谷
公
民
館

　
（
☎
67
・
１
１
１
１
）

　

暑
く
な
っ
て
く
る
と
食
中
毒
が

多
発
し
ま
す
。
食
中
毒
は
、
菌
が

付
着
し
増
え
た
食
品
を
口
に
す
る

こ
と
で
発
生
し
ま
す
。

　

家
庭
で
の
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
手
洗
い
は
こ
ま
め
に
、
ま
な
板

　

や
包
丁
も
き
れ
い
に
し
て
か
ら

　

使
い
、
食
品
に
菌
を
付
け
な
い

▼
食
品
を
冷
蔵
庫
で
保
存
し
、
菌

　

を
増
や
さ
な
い

▼
食
品
を
十
分
加
熱
し
、
殺
菌
す

　

る
問
合
せ
先　

保
健
衛
生
課
（
☎
65

　

・
７
３
３
３
）

　

大
野
地
区
消
防
本
部
で
は
、
耳

や
言
葉
が
不
自
由
で
会
話
に
よ
る

通
報
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
通
報
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
昨
年
設
置
し
ま
し
た
。
現
在
14

人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
事
前
に
届
け
出
が
必
要

で
す
。
届
出
書
は
、
大
野
地
区
消

防
本
部
、
福
祉
課
、
社
会
福
祉
協

議
会
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
和
泉
村
の
人
も
利
用
で
き
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先　

大
野
地
区
消

　

防
本
部
（
☎
66
・
０
１
１
９
）

　

当
市
出
身
の
岡
島
辰
五
郎
氏
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
収
集
し
た
美
術

品
の
こ
と
や
江
戸
時
代
に
西
勝
原

に
あ
っ
た
口
留
番
所
に
関
す
る
こ

と
、
南
六
呂
師
に
あ
る
巨
岩
の
い

わ
れ
な
ど
を
掲
載
し
た
『
奥
越
史

料
第
31
号
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

１
部
８
０
０
円
で
、
市
郷
土
歴

史
館
で
購
入
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
振

　

興
室
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

５
４
５
）

大
野
地
区
消
防
本
部

利
用
く
だ
さ
い

メ
ー
ル
で
通
報
１
１
９

奥越史料第31号　発刊

市青少年健全育成推進大会
　家庭・学校・社会が一丸となって青
少年に対する理解と関心を深め、その
健全育成に努めるため、「大野市青少
年健全育成推進大会」を6月25日㊏、
有終会館で開催します。
【当日（6月25日）の日程】
　13：00～　受け付け
　13：30～　開会
　13：45～　表彰（指導者、啓発手紙
　　　　　　　　　 入選者）
　14：00～　少年の主張
　14：30～　記念講演
　　講師　和田周平さん
　　　　　　　（和田教育研究所長）
　　演題　子どもの心の原風景
　16：00　　閉会
問合せ先　教育委員会社会教育課
　　　　　（☎66・1111内線541）

　国民年金の保険料を納めている人
が、付加保険料を上乗せして納めると
付加年金を受給することができます。
　付加年金は、老齢基礎年金の受給権
を取得したときに、老齢基礎年金に加
算して支給されます。老齢基礎年金の
繰り上げ、繰り下げ支給を受けたとき
は、同じ率で増減額されます。なお、
年金額の物価スライドが行われても、
付加年金額は改定されません。
付加保険料額　月額400円
付加年金額（年額）
　200円×付加保険料納付済月数
申込・問合せ先　市民課国保年金係
　（☎66・1111内線456）

市 民 の う ご き
５月１日現在 前　月　比

世帯数 11,980世帯 25世帯
人　口 39,201人 －13人

内訳
男 18,686人 －9人
女 20,515人 －4人

４月中
の異動

転入 110人 出生 20人
転出 105人 死亡 38人

参加無料

国民年金
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生
涯
学
習
人
材
活
用
事
業
や
わ

く
湧わ

く
お
届
け
講
座
、
生
涯
学
習

に
利
用
で
き
る
ビ
デ
オ
な
ど
を
掲

載
し
た
『
平
成
17
年
度
生
涯
学
習

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を
６
月
上
旬
に

発
刊
し
ま
す
。

　

図
書
館
や
各
公
民
館
な
ど
の
社

会
教
育
施
設
、
各
区
な
ど
に
配
布

し
ま
す
の
で
活
用
く
だ
さ
い
。

　

個
人
や
団
体
な
ど
で
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
希
望
す
る
人
は
、
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
（
☎
66
・
１
１

１
１
内
線
５
４
３
）
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

生涯学習ガイドブック　発刊

保
健
衛
生
課

食
中
毒
に
注
意
！

阪
谷
公
民
館

経
ヶ
岳
登
山

　
　
　
　

参
加
者
を
募
集



　抹茶を飲みながら琴の生演奏を楽しむイベン
トが５月３日、武家屋敷旧内山家で開かれまし
た。参加者は琴の音色に聞き入りながら、ゆっ
くりと流れるひとときを過ごしました。

旧内山家でイベントひととき

「紫水の郷」でコンサート

2005.6 広報おおの（14）

　平清盛がこよなく愛した仏御前が近くで生まれ、
髪を洗ったとの言い伝えから名付けられた「仏御前
の滝」。その滝へ続く遊歩道の安全柵167本を起こ
す作業が、４月26日に行われました。仏御前の滝は
11月下旬まで見ることができます。

遊歩道の柵起こし

　毎年恒例の「七間朝市山菜フードピア」が５月７日、
８日に開かれました。会場の七間通りには、とれたて
の山菜や野菜などを売るおばちゃんらが軒を連ね、市
民や大勢の観光客でにぎわいました。

とれたて「山菜フードピア」

　社会福祉法人「紫水の郷」内にある地域生活支援セ
ンター主催の「ｓｈｉｓｕｉコンサート☆春☆」が、
４月24日に開かれました。地域で活躍している音楽グ
ループを招いて交流し、地域住民にも施設に足を運ん
でもらおうと２回目の開催。約50席用意した会場は、
立ち見も出るほど大勢の人たちでにぎわいました。

演奏する「紫水音楽サークル」のメンバー



　今年度の「さわやか貯筋運動」が５月１日に始まり
ました。週２回以上の運動を行う市民を増やそうと昨
年度から実施しているもので、112人が亀山ウオーキ
ングに参加。７月と10月にも実施し、推定筋肉量など
を測定していきます。

ウオーキングで“貯筋”

　「川」をテーマに募集した第４回越前大野感性は
がき展。その上位作品520点の展示作業が４月23日
に行われました。これから９月末まで、市内７カ所
で見ることができ
ます。
【展示場所】
・石灯篭会館
・越前大野駅やす
　らぎ空間
・御清水会館
・七間通り
・本願清水イトヨ
　の里
・元町会館
・歴史民俗資料館
　周辺
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　体験コーナーや展示室を備えた平成大野屋の二階
蔵が４月28日オープンしました。落成式には、朝市
のジオラマを制作した造形作家の水野政雄さんや関
係者など約40人が参加。義景保育園の園児による折
り紙体験なども行われ、完成を祝いました。

平成大野屋「二階蔵」オープン

　自然豊かな五箇を満喫してもらおうと４月23日、
五箇公民館周辺で「花と民謡の春まつり」が開かれ
ました。参加した人たちは、尚徳中学校カルチャー
部のメンバーや地区住民と一緒に、花苗の植栽やお
花見などを楽しみました。

おらが里「五箇」を満喫

話題のひろば

　近くの畜舎で冬ごもりをしていた動物たちが４月
21日、南六呂師の円山公園内にあるミニ動物園に引
っ越しました。ヒツジやニワトリなどおなじみのメ
ンバーに、今年４月に生まれたメスのポニーが仲間
入り。ほかのポニーに負けじと元気に走り回ってい
ました。

赤ちゃんポニーが仲間入り

百戸田吾作さん（右端）も参加

「感性はがき」上位作を展示



　急速に進む少子化に歯止めをか
けようと4月にスタートした「次世
代育成支援対策推進法」。この中で
301人以上の労働者がいる企業は、
仕事と子育ての両立支援に向けた行
動計画の策定が義務付けられまし
た。当市も職員を雇用する立場から
「健やか子育て支援行動計画」を策
定。数値目標として、育児休業の取
得率を男性20％、女性100％とす
ることを定めました。ポイントは男
性職員の育児参加をどう進めるか。
取得したいとは思っても、なかなか
手を挙げにくい男性の育児休業。ま
ずは自分がチャレンジ（竹田）

編集後記

　「第41回越前大野名水マラソン」
が5月22日に開かれました。2㌔か
らハーフまで、5種目23部門に約
1900人が参加。仲良く手をつない
で走る親子ペアや、記録をねらう本
格派ランナーなど、さまざまな顔ぶ
れが新緑の奥越路を駆け抜けました。
2㌔コースにはゲストランナーの山
本美優さん（元女子レスリング世界
チャンピオン）も参加。「子どもた
ちと一緒に楽しく走れました」と軽
快な走りを披露し、沿道から大きな
声援を受けていました。ゴール近く
の「名水接待所」では、走り終えた
ランナーが大野の名水でのどを潤し、
力走の疲れを癒す姿が見られました。

　

か
た
つ
む
り
が
、
あ

じ
さ
い
の
葉
で
じ
っ
と

雨
宿
り
を
し
て
い
る
。

向
か
い
の
家
の
軒
下
に

は
、
ゆ
ら
ゆ
ら
踊
る
大

小
の
か
わ
い
い
て
る
て

る
坊
主
。
窓
の
外
は
も
う
す
っ
か
り
六
月
の
風

物
だ
▼
小
学
校
へ
と
急
ぐ
近
所
の
子
ど
も
た
ち

も
夏
服
に
衣
替
え
し
、
ブ
ラ
ウ
ス
の
白
が
雨
上

が
り
の
お
日
様
に
よ
く
映
え
る
。
と
こ
ろ
が
、

よ
く
見
る
と
子
ど
も
た
ち
の
胸
に
名
札
が
な
い
。

登
下
校
時
に
不
審
者
な
ど
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

こ
の
春
か
ら
一
部
で
実
施
し
て
い
る
安
全
対
策

の
一
つ
だ
と
か
。
名
札
ば
か
り
で
は
な
い
。
ラ

ン
ド
セ
ル
に
は
、
緊
急
時
や
防
犯
用
に
と
小
さ

な
笛
が
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、
こ
の
笛
の

お
か
げ
で
難
を
逃
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
聞
く

▼
本
来
、
安
全
で
安
心
な
場
で
あ
る
は
ず
の
学

校
。
い
ま
や
心
無
い
事
件
な
ど
で
そ
の
定
義
も

揺
ら
ぎ
始
め
、
登
下
校
に
ま
で
細
心
の
注
意
を

払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
は
、
な
ん
と
ス
ト
レ
ス

の
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
ど

こ
ろ
が
ど
ん
ど
ん
奪
わ
れ
て
ゆ
く
▼
昔
は
ゆ
と

り
が
あ
っ
た
。
学
校
帰
り
に
道
草
し
な
が
ら
季

節
の
草
花
を
摘
み
、
日
暮
れ
ま
で
泥
ん
こ
に
な

っ
て
外
を
駆
け
回
っ
た
も
の
だ
。
う
ち
の
子
・

よ
そ
の
子
の
別
な
く
地
域
の
大
人
た
ち
に
褒
め

し
か
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
目
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
育
っ
た
▼
時
代
の
流
れ
と
は
い
え
、
外
で
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
の
喜
々
と
し
た
姿
は
め
っ
き
り

と
減
り
、
言
葉
を
交
わ
す
機
会
さ
え
あ
ま
り
な

い
。
近
所
に
い
な
が
ら
〝
知
ら
な
い
お
じ
さ
ん

・
お
ば
さ
ん
〞
の
一
人
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
子

ど
も
の
問
題
は
そ
の
ま
ま
大
人
の
問
題
で
も
あ

る
。
今
こ
そ
地
域
の
底
力
が
必
要
だ
（
羽
生
）

発
行　
福
井
県
大
野
市　
　
　
　
　
　
　

編
集　
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

　市が認定した大野らしい建築物や自然など、将来に残

していきたい景観を紹介します。

㉗

八
幡
神
社
（
稲
郷
）

　

上
庄
保
育
園
の
東
に
隣
接
す
る
よ
う
に
位
置
し
ま

す
。
本
殿
は
江
戸
時
代
の
建
築
と
さ
れ
、
参
道
両
脇

の
木
々
の
間
か
ら
見
え
る
広
大
な
田
園
風
景
と
美
し

く
調
和
し
て
い
ま
す
。

山
本
哲
夫
邸
（
橋
爪
十
六
ー
一
）

　

市
街
地
か
ら
六
呂
師
へ
向
か
っ
て
進
み
、
橋
爪
の

バ
ス
停
を
東
に
折
れ
る
と
約
二
百
五
十
㍍
の
所
に
位

置
し
ま
す
。敷
地
内
に
あ
る
蔵
と
調
和
し
て
見
え
る
、

迫
力
の
あ
る
門
が
特
徴
的
で
す
。
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